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「文化と意識に関する全国調査」（2019年）にみる
文化消費とライフスタイルの社会的特性

―日本の高地位者は文化的雑食か？－
片岡 栄美（駒澤大学文学部社会学科）

1.はじめに
　「文化と意識に関する全国調査」はコロナ禍が
始まる前の2019年２月に実施され、コロナ禍前
の日本人の文化ライフスタイルや意識を明らか
にするという点で貴重なデータとなった。この
調査では、18歳～ 59歳の日本人を母集団とし、
層化2段抽出法で全国の200地点から合計4000
サンプルを抽出し、郵送法で質問紙調査を実施
した。回収数は1280票で回収率は32.0％であっ
たが、そのうち8票の無効票があり、有効回答
は男性508名、女性764名であった。
　調査内容は、趣味活動、文化活動への参加の
有無と頻度、音楽趣味、食テイスト、場所のテ
イスト、価値意識、階層意識、文化振興策への
意見などである。これらの質問項目から日本人
の文化資本の実態や文化ライフスタイルを測定
し、社会階層との対応関係をみるとともに、文
化政策への人々の意見についても検討した。
　本調査の最も大きな特徴は、文化に関する社
会学理論の検証という点にある。フランスの社
会学者、ピエール・ブルデューの文化資本の概
念と文化の相同性仮説ならびに文化的再生産論、
さらにはポスト・ブルデュー派といわれるアメ
リカのリチャード・ピーターソンらの提唱する
文化的オムニボア（文化的雑食）仮説を検証する
ことを、主たる目的としていた。したがって、
文化実践やテイストと社会的地位との対応関係
を理論的、実証的に明らかにすることで、現代

日本のライフスタイルの実態とその分化の様態
を明らかにして、日本と他の国々との比較や、
日本の過去の状態との比較検証をすることがで
きるのである。
　調査では文化活動への参加の実態のみならず、
文化振興策として人々がどのようなジャンルの
文化を期待しているかを明らかにし、文化庁へ
の報告を行うとともに論文としてもまとめてい
る（片岡　2022）。
　この調査は片岡栄美（駒澤大学文学部教授）を
代表とし、数名の社会学研究者によって構成さ
れた研究チームによって作成され、学術振興会
の科学研究費補助金によって実施された。まだ
データの分析は継続しており、以下はこれまで
に分析された結果の一部を紹介するものである。

2.調査の問題関心と理論的背景
　ブルデューがその著書『ディスタンクシオン』

（1970＝1990）のなかで示したのは、フランス
における文化実践やテイストの差異が、職業や
学歴といった社会的地位によって大きく異なる
ということであった。言いかえれば、「趣味は階
級を刻印する」というように、1970年代のフラ
ンスの支配階級の人々は贅沢趣味や芸術趣味の
ような美的性向の高いテイスト、いわばハイカ
ルチャーテイストをあらゆる場面で示していた。
たとえば音楽では、支配階級の人々はクラシッ
ク音楽やジャズを好み、庶民階級はシャンソン
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や大衆的な音楽を好んでいた。さらに支配階級
のなかでも趣味は分化していた。実業家や経営
者、当時のフランスでは彼らはそれほど高学歴
ではなかったが経済資本を多く持つ層では、ク
ラシックでも絵画でもわかりやすい曲（ヨハン・
シュトラウスなど）や絵画（ラファエロなど）を好
んでいた。彼ら実業家層は、経済的に豊かであ
るため、着飾って芝居見物をしたあとには高級
レストランでぜいたくな食事を楽しむといった
贅沢趣味を見いだせたが、同じ支配階級とはい
え、芸術家や大学教授のように文化資本は高い
が、経営者層ほどには経済資本が豊かとはいえ
ない層では、難解な現代音楽や絵画のように文
化資本がないと解読がしにくい、いわば大衆的
ではない、高尚なクラシックや絵画が好まれて
いた。このように同じ支配階級に分類されてき
た２つの集団であっても、文化資本と経済資本
の保有の構造が異なると、趣味もかなり異なっ
ていることを明らかにしたのである。図で示す
と次の図１のようになる。

図1に明らかなように、趣味や文化と社会階級
が対応関係にあり、その趣味テイストを支えるハ
ビトゥス（人々のもっている性向の体系）が異な
るというのが、ブルデュー理論の根幹にあるので
ある。ブルデューにおいては趣味は、ハイカル
チャーか大衆文化か、つまり正統的vs大衆的と
いう軸で社会的地位の高低と対応しているとい
うのである。それゆえ趣味は階級を表していた。
　しかしその後1990年代に入り、ポピュラー文
化が盛んなアメリカから、文化的オムニボア論
が展開され、ブルデューの図式とは相いれない
対抗理論仮説が示されたのである。リチャード・

ピーターソンら（Peterson　1992）は、音楽趣味
の分析から、テイストと社会階層の関係が変化
し、社会的地位の高い人々ほど、クラシック音
楽もロック音楽もというように、文化的にオム
ニボア化（雑食化）しているというのである。
　すなわちピーターソンらの論点は、エリート
層の趣味の変容であり、かつてのアメリカの上
流階級はハイブロウ（高尚）な文化テイストの
みを示す文化的スノッブ（俗物）（Peterson & 
Kern　1996）であったが、現代ではロック音楽
のような中間的あるいは大衆的な文化を好む文
化的オムニボアへと変容したというのである。
エリートが、俗物的排他性（クラシック音楽やオ
ペラのみ）をやめて文化的折衷主義（クラシック
もロックも）へと変化したことを明らかにし、「ス
ノッブ対オムニボア」テーゼとも呼ばれている。
　オムニボアとは雑食動物という意味であり、
その対となるユニボアが単食であることから、
これ以降、オムニボア対ユニボアで人々のテイ
ストを論じる方向へと変化していった。
　さらにその後、文化的オムニボアになること
こそが、現代の新しい文化資本であるという主
張をする研究者が複数現れて、現在までに世界
各国でオムニボア仮説が検証されてきた。
　筆者も1995年SSM全国調査データ（中央調査
社委託）を用いて、日本人の約6割が文化的オム
ニボアになっていることを発見し、日本の文化
的雑食化は大きく広がっていることを明らかに
した（片岡　1998,2000）。
　前提となる理論仮説の説明が長くなったが、
それでは本題に入ることにしよう。

図１　社会階級と文化
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3.文化活動への参加に関する調査結果の概要
（１）文化参加の変容
　日本では、どのような文化活動に、どのよう
な人々が参加しているのか。本調査では、様々
な文化活動への参加の実態を明らかにし、過去
調査と比較することにした。比較対象は、1995
年SSM全国調査である。
　表１は、2019年全国調査で用いた文化消費項
目の一部である。1995年SSM調査と比較する
ため、年齢層を20－59歳に限定した。文化活
動を大きく、ハイカルチャー、中間文化、大衆
文化に3分類しているが、これは別途調査した
文化活動の威信評価によって3つに分類された
ものである（片岡　2000,2019）。
　表１の数値は、過去数年間で各文化活動を経
験した比率である。ただし質問文が同一ではない
項目があり、とくに「スポーツ観戦をする（1995
年調査ではゴルフ・スキー・テニスをする）と「ス
ポーツ新聞を読む（1995年ではスポーツ新聞や
女性週刊誌を読む）」の2項目は比較は困難である。
　これらの文化活動項目のうち、最も大きな参
加率の変化を示したのが「クラシック音楽会へ
行く」であり、1995年の33.4％から、2019年の
19. ３％へと大幅に減少した。しかし「美術館へ
行く」はむしろ少しだが増加傾向にある。それ以
外の質問文が同じ活動では、参加率に大きな変
化は見られなかった。
　1995年から2019年の間に、日本の高学歴化
は進展し高等教育（大学・短大・専門学校等）人
口は増大してきたが、それにもかかわらず、「小

説・歴史の本を読む」率に変化はなかった。本
を読むといった言語文化資本の活動は、高学歴
化とともに増加すると予想したのだが、まった
くそうではなかった。さらに伝統文化が廃れて
いるのではという懸念もあったが、「短歌や俳句
を作る」や「華道・茶道・書道をする」といった日
本の伝統的な文化活動への参加率は、95年以降
の24年間で大きな変化を示さなかった。
　表1の右３列で代表的職業カテゴリーごとに
2019年時点での参加率を比較した。数値は、そ
れぞれの職業カテゴリーに占める参加率である。
その結果、専門職や管理職といった上層ホワイ
トカラー職種とブルーカラー職種を比較すると、
以下のことがわかる。
①クラシックコンサートへの参加や美術館訪問、

茶道・華道・書道などの高尚な文化（ハイカル
チャー）ほど職業的地位との対応が強く、上層
ホワイトカラー職の参加率が高い。つまりハ
イカルチャーが社会的地位の差と関連するこ
とがわかる。これをハイカルチャーが象徴的
境界を示すという。しかし短歌・俳句につい
ては、職種による差異は見いだせなかった。

②中間文化では、「小説や歴史の本を読む」のよ
うに言語文化資本を使う活動で、職種の差
が大きく、上層ホワイトカラー層のほうが多
く本を読んでいることがわかる。またスポー
ツ観戦などのスポーツ体験も上層ホワイトカ
ラーのほうが参加率は少し高い。

③大衆文化では、カラオケとスポーツ新聞、パ
チンコの３つを問うたが、上層ホワイトカラー

表１　文化活動への参加率
1995年
20-59歳
(n=2104)

 2019年
20-59歳
(n=1240)

専門・準専門職
の参加率

管理職の
参加率

ブルーカラーの
参加率

ハイカルチャー

歌舞伎・能・文楽を見に行く 11.6% 10.9% 11.6% 21.3% 5.4%
クラシック音楽会へ行く
(クラシック音楽の音楽会や
コンサートへ行く)

33.4% 19.3% 29.9% 25.0% 9.3%

美術館や美術展（博物館）に行く 51.4% 55.7% 69.6% 63.7% 39.1%
短歌や俳句を作る 4.5% 4.8% 7.9% 0.0% 6.0%
華道・茶道・書道をする 15.9% 16.4% 21.6% 13.8% 9.8%

中間文化
小説や歴史の本を読む 66.4% 67.3% 78.0% 80.8% 54.3%

スポーツ観戦をする
(ゴルフ・スキー・テニスをする）

43.6% 55.9% 61.8% 71.3% 51.6%

大衆文化

カラオケをする 71.4% 69.2% 70.4% 73.8% 63.9%
スポーツ新聞(や女性週刊誌)を
読む[i] 78.4% 37.3% 30.7% 55.0% 43.5%

パチンコをする 34.0% 33.5% 28.2% 37.5% 50.0%

注1）（　）内は1995年SSM調査で使用した質問文。他は2019年国調査で用いた質問文。
2）参加率とは、過去数年間に1回以上参加した者の比率。
3) ブルーカラーとは、SSM職業８分類での熟練・半熟練・非熟練職をさす。

出典：片岡栄美（2022）の表１のレイアウトを一部修正して掲載
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とブルーカラーの違いは、カラオケでは出ず、
パチンコではとくにブルーカラー層の参加率
が高かった。カラオケがなぜホワイトカラー
層にも受け入れられているかについては、片
岡（2000）で説明しているのだが、簡単にいう
と、それが現代社会における共通文化となっ
ていて、一種のコミュニケーションツールと
なっているという日本文化の特徴として理解
できるのである。日本はカラオケのみならず、
飲み会などを通じて交流する機会が社会の中
に埋め込まれており、それによってコミュニ
ケーションを円滑にし、地位の区別なく交流
する機会となっているのである。

④大衆文化ではパチンコのようなギャンブル的な
ものは、ブルーカラー層の参加率、とくに男性
の参加率が高い。これが管理職層の参加率の
高さを説明する要因である。これまでの分析
で、日本では男性は女性よりも大衆文化を嗜好
することが明らかにされている（片岡　2019）。
ジェンダーによって文化的嗜好の差異があるこ
とは、日本の文化の大きな特徴の一つである。

（２）文化的オムニボアは増えたのか？
　1995年SSM全国調査では、日本人の文化参
加から、高い地位のエリート層でも特に男性に
おいては、趣味は雑食化していることが明らか
にされた（片岡 2000,2019）。では、現代では文
化的雑食の傾向はどう変化してきたのだろうか。
1995年SSM全国調査と2019年「文化と意識に
関する全国調査」の結果を比較したのが、表２で
ある（片岡　2022）。
　表２は、人々の文化活動への参加パターンを

７つに分類し、それぞれ層１～層７として名称
をつけたものである。注目すべきは、層1のハ
イカルチャー・ユニボアで、表１でのハイカル
チャー項目のいずれかのみに参加する人々であ
り、他の中間文化や大衆文化の経験がない、い
わゆる「文化貴族」である。すでに1995年にお
いて、ハイカルチャー・ユニボアは、20 ～ 69
歳の1.6％であることが分かっていたが（片岡　
2000）、比較のために20 ～ 59歳で再計算した
表２ではさらに少なく、1995年では全体の1.1％、
2019年では1.5％のみが、このハイカルチャー・
ユニボアであった。しかし過去のフランスでは、
多くの高学歴の上層ホワイトカラーは、このハ
イカルチャー・ユニボアだった。
　戦後、ポピュラー文化が世界的に浸透し、ジャ
ズやロック音楽が広がっていくと、アメリカで
も文化的オムニボア（雑食者）が増えていったの
だが、日本では文化的オムニボア、つまりハイ
カルチャーも中間文化や大衆文化もという層は、
層２と層３にあたり、すでに95年時点で日本で
は約6割の人々がオムニボア化していた。それ
が2019年調査でも、やはり約６割（層２＋層３）
であり、この24年間で文化の雑食者率に大きな
変化はないことがわかる。
　オムニボア率に注目すると、まずジェンダー
差があり、男性よりも女性のほうがオムニボア
化している。文化消費のジェンダー差は、日本
の大きな特徴として片岡が、90年代からの論文
で取り上げてきたが、その傾向に変わりはない。
　この調査ではないが、都市部（川崎市）で1999
年に実施した質問紙調査では、全体の約75％が

表2　文化消費パターンの２時点比較
全国調査の実施年度 1995年 2019年 2019年文化と意識に関する全国調査

20-59歳 20-59歳 年齢コホート別の参加率 20-59歳

文化消費
パターン

ハイ
カル

チャー

中間
文化

大衆
文化

SSM調査
n=1944

全国調査
n=1200

18-29
歳

n=232

30-43
歳

n=442

44-59
歳

n=559

男性
n=485

女性** 
n=720

平均
年齢
**

平均教
育年数

**

現職

専門職  経営・
管理

ブルー
カラー

層1 ハイカルチャー
ユニボア 〇 × × 1.1% 1.5% 0.0% 1.6% 2.0% 0.6% 2.1% 46.3 13.9 1.7 0.0 1.4

層2 ハイカルチャー＋中間文化
(文化的オムニボア) 〇 〇 × 3.1% 8.8% 1.7% 9.3% 11.1% 3.7% 11.9% 45.8 14.7 13.4 5.1 5.0

層3 ハイカルチャー＋大衆文化
(文化的オムニボア) 〇 ± 〇 56.7% 50.8% 53.4% 50.0% 50.6% 46.0% 54.6% 41.5 14.6 61.5 60.3 32.4

層4 中間文化ユニボア × 〇 × 1.3% 3.7% 0.9% 5.0% 3.8% 3.9% 3.5% 42.5 14.0 3.8 2.6 6.3
層5 中間文化＋大衆文化 × 〇 〇 21.5% 22.6% 26.3% 20.6% 23.3% 32.6% 15.8% 41.8 13.9 12.6 24.4 37.4
層6 大衆文化ユニボア × × 〇 12.2% 9.3% 14.7% 10.4% 5.9% 10.7% 8.2% 36.7 13.3 5.0 6.4 14.0
層7 非参加層(文化的不活発層) × × × 4.1% 3.3% 3.0% 3.2% 3.4% 2.5% 3.9% 41.7 13.3 2.1 1.3 3.6

合計（％） 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 41.6 14.3 100% 100% 100%

   **   ｐ＜.01
注１）職業は事務・販売・保安・運輸通信、サービス・接客等を除く3カテゴリーで層構成比を比較した。ブルーカラーは熟練・半熟練・非熟練職・農林漁

業からなる。
注２）Petersonらのいう「文化的オムニボア」は層２と層３に該当する。
出典：片岡栄美（2022）より転載
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文化的オムニボア層であったことを考えると、
都市生活者の多くがハイカルチャーと大衆文化
に接していることがわかる。都市化や文化のグ
ローバル化は、文化的折衷主義を拡大している
といえるのである。
　しかし2019年調査で少し変化がでてきた。そ
れは特に若い人々の間で、ハイカルチャー嗜好と
中間文化嗜好が減少し、大衆文化嗜好が拡大し
ていることである。たとえば昨今の推し活や推し
の対象も、アイドルやアニメのキャラクターといっ
たように、ポピュラーカルチャーへの嗜好が若い
年齢層で拡大している。表２で年齢コホートをみ
ると、層3（ハイカルチャーから大衆文化までのオ
ムニボア）は、18 ～ 29歳の若い年齢層が最も多
く53.4％であるが、それほど年齢による差はない。
しかし層2（ハイカルチャーと中間文化）のオムニ
ボアは、若い年齢層よりも、30歳以上の年齢の
高い層で多くなっている。つまり若い年齢層では、
ハイカルチャー嗜好や中間文化嗜好が減少し、代
わりに大衆文化嗜好が増加しているのである。

4.文化的オムニボアは新しい文化資本か？
　以上からいえることは、2019年までの24年間
の文化活動への参加は、全体としてそれほど変
化していないこと、そして90年代の日本では、
すでに文化的雑食といわれる多様な文化を愛好
する人々が６割を超えていたということである。
これは世界的にみてもかなり高い数値ではない
かと思われる。
　これを文化のフラット化ととらえることは、
問題の本質を見えなくしてしまうので、注意さ
れたい。たしかにポピュラーカルチャーの拡大
によって、エリート層の人たちも以前のように
クラシック音楽だけでなく多様な文化と接して
いるし、日本では特にその傾向が強い。しかし
ハイカルチャーの文化活動に参加しているのは、
やはり高学歴で幼少時から家庭でピアノを習っ
ていたり、クラシック音楽をきいていたり、美
術館へ子どもの時から行っていた人たちである。
つまり子ども時代からの文化資本の蓄積が、大
人になってからのハイカルチャー嗜好を多く支
えていることに以前も、今も変化はない。
　そうした文化資本の蓄積プロセスが現在でも根
強く存在して、文化資本の世代間再生産を支えて
いる。その１つの例証として、表２で文化的オム
ニボアである層２と層３は、他と比べても最も教

育年数が長く、高学歴である。つまり高学歴で上
層ホワイトカラーの人々が、多様な文化を摂取す
る文化的オムニボアになっている。そこから文化
的雑食は現代の文化資本である、という論理が、
世界的にも広がって各国で検証されている。
　たとえば、伝統的なハイカルチャー活動だけ
ではなく、ポピュラーカルチャーの中からも質
の高いものだけを見極めて愛する人々は文化的
オムニボアの中でも、とくに文化資本が高いと
いわれる。文化資本とは見極めの論理でもあり、
よいものを識別できる力をもっているかどうか
ということであるので、現代においてはなにも
クラシック音楽だけにこだわったり、食であれ
ばフレンチレストランだけにこだわるというの
は、過去の文化貴族というわけである。むしろ
現代の文化的資本保持者は、趣味の幅が広く文
化的寛容性が高いこと、あるいは異質な他者に
も寛容なコスモポリタンであるという認識が広
まっている（片岡　2019）。

5.食のライフスタイルと社会階層
　次に、食のテイストに関する分析結果も紹介
しておこう。詳しくは片岡・村井（2020）の論文
を参照されたい。
　何を食べるか、どのような料理を好むかは、
栄養や食欲を満たす手段であると同時に、自分
が何者であるかを他者に提示する社会的・文化
的な行為である（片岡・村井　2020：2）。
　食のライフスタイルに関する社会学的研究を
先導してきたのが、やはりフランスのピエール・
ブルデューである。ブルデューの重要な概念の1
つに「必要性からの距離」がある。たとえば食で
いうと、栄養が高く経済的であるような食物を
気取らない食べ方で楽しむ方向が必要趣味であ
り、逆に必要性からの距離が大きい場合は、形
式やマナー、料理の盛り付け方、上品な食べ方
にこだわり、繊細で洗練された食べ物を好むと
いう方向になる。
　こうした食のライフスタイルや好みが、経済
資本や文化資本とどのような関係にあるかを示
すのが表３であり、それ以外の情報も含めて結
果を要約したのが図２である。
　表３は、８種類の料理のタイプから好きな料
理を２つ選んでもらった結果を示している。最
も選択者率が多かったのが、「昔から変わらない、
定番の料理」で全体の52.0％が好きな料理の1つ
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として選んでいた。次に選ばれていたのが「食欲
を満たす、経済的な料理」で36.6％であった。「独
創的で、異国風の料理」を選んだ人は最も少なく、
7.5％であった。
　選択者の平均年齢、選択者に占める女性比率、
選択者の4年制大学卒の比率などを同時に示し
たが、「独創的で、異国風の料理」を好む人には
高学歴層が最も多いことがわかる。
　図２は、これら食の好みと社会的属性の関連
を分析した結果を、わかりやすく要約した図で
ある。詳しい数値などは、論文に掲載している
のでご覧いただきたいが、図２は食テイスト空
間を表しており、料理テイストの分化とその付
置を多重対応分析によって示した結果である。
　図２の第１象限には、必要性からの距離が小
さいテイストである「量が多くて、こってりした
料理」「食欲を満たす経済的な料理」を好む群が
現われ、その社会的属性は、主に男性で年齢が
若く、経済資本や学歴資本が相対的に低く、職
種の威信が相対的に低いという特徴を示した。
一言でいえば、男性向きの経済的で量の多い料

理ということになるだろう。
　第２象限には必要性からの距離が大きい、洗
練された食の正統的なテイストが示された。具体
的には「繊細で、手の込んだ料理」「独創的で異
国風の料理」「シンプルだが、きれいに盛り付け
られた料理」を好む人々である。これらを選んだ
のは、男性よりは主に女性、経済資本と学歴資
本が高い人々、職種の威信が高い人々であった。
いいかえれば繊細で手の込んだ料理や独創的で
異国風の料理への嗜好そのものが、食における
卓越化の記号になっているということである。
　このように食のライフスタイル空間は、予想
以上に経済的な豊かさや学歴、ジェンダー、職
業によって分化していることが明らかにされた。
これはブルデューがフランス社会において見出
した食と社会階級の関係性と類似していた。食
の好みを通じて現れる人々のテイストは、身体
化された文化として社会階層と対応し、卓越化
の戦略となっていたことは、日本の食の文化を
考える上でも新たな発見であったといえる。

6.人々の期待する文化振興策とは
　上記でみてきたように、文化活動への参加や
食のテイストなど、いわゆる文化に対する人々
の嗜好は社会的地位やジェンダーなどによって
異なっていた。では、人々はどのような文化ジャ
ンルを国や自治体が振興することを期待してい
るのだろうか。本調査が文化庁の調査と異なる
点は、本調査では文化ジャンルを大衆文化にま
で拡大し、現在の文化振興策の対象以外につい
ても意見を収集した点にある。これらの結果の
詳細は、文化庁主催の勉強会で開示するととも
に、片岡（2022）の論文で詳しい分析を行い公表
しているので、その一部を紹介する。
　近年では、文化庁が行う文化振興策の対象と
してデジタル文化やポップカルチャーなどの一部

表３　好きな料理と選択者の特徴

料理のタイプ 選択者率 選択者の
平均年齢

選択者の
女性比率

選択者の
４大卒比率

選択者の食の
文化資本得点 

シンプルだが、きれいに盛り付けられた料理 27.8% 40.9** 71.1%** 38.3%* 9.18**
食欲を満たす、経済的な料理 36.6% 40.1** 49.9%** 39.5%* 7.69**
繊細で、手のこんだ料理 15.2% 41.3** 63.9%** 47.1%* 9.75**
独創的で、異国風の料理 7.5% 41.5** 63.8%** 53.2%* 9.34**
量が多くて、こってりした料理 12.9% 36.8** 25.2%** 46.0%* 6.61**
昔から変わらない、定番の料理 52.0% 41.4** 58.6%** 38.4%* 8.44**
ありあわせのもので作ったような気軽な料理 14.7% 44.4** 64.3%** 31.0%* 8.46**
健康的で、あっさりとした料理 34.3% 42.1** 73.1%** 38.5%* 9.66**

注）各料理の選択者と非選択者で、平均値の有意差検定（両側）を行った。 ** p<.01, * p<.05
出典：片岡・村井 (2020) より転載

図２ 食テイスト空間と社会空間の概略図

 （出典：片岡栄美・村井重樹（2020：図７を転載） 
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が組み込まれるようになったが、それはまだ一部
でしかない。そこで調査では多様な文化ジャンル
を示し、その中から振興してほしいジャンルを２
つまで選択してもらった。質問文は、「日本が今
後、文化的に発展していくためには、どのような
ジャンルでの文化の振興策に力を入れるべきだ
と思いますか。重要だと思うジャンルを２つまで
選んで、○をつけて下さい。」であり、回答選択肢
として「その他」を含む16項目を提示した。数値は、
全サンプルに占める選択者率を示している。
　図３に明らかなように、もっとも多かったの
が「日本の食文化」（49.6％）で、次に「日本の伝
統的な美術や工芸」（46.4％）、「日本の伝統文
化（茶華道、書道、歌舞伎など）」（37.6％）、「観
光、ツーリズム」（30.9％）、「地域の祭りや文化
財」（30.8％）、「マンガやアニメ」（26.5％）、「ス
ポーツ」（19.3％）となった。
　これに対し選択率の低いジャンルは、低い順
に、「西洋美術」（2.4％）、「クラシック音楽」

（4.2％）、「カジノなどの娯楽」（4.6％）、「Jポッ
プやJロック音楽」（5.9 %）、「キャラクター文
化」（6.2％）、「映画産業」（6.5％）、「現代アート」

（10.0％）、「ゲーム産業」（12.4％）であった。
　この全国調査の結果から結論を一般化するな
らば、日本人が文化的発展をイメージして希望
した文化振興策とは、西洋的な芸術文化ジャン
ルではなく、日本の伝統的文化や日本固有の文
化への回帰とその発展ということが、明確になっ
たといえよう。
　日本の伝統美術や伝統文化に人々の期待が向
かうのは、その多くが商業主義的なコンテンツ

ではないこともあり、国が保護し発展させてい
く価値、日本固有の価値として継承すべき文化
コンテンツであるという判断を示していると考
えられる。
＊1995年SSM調査データの利用に関して、

1995年SSM調査研究会の許可を得た。
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図3　日本が文化的に発展していくために、希望する文化振興策 （リストから２つまで選択可、回答者に占める選択率％）



－ 8 －

－ 6894 －

© 一般社団法人 中央調査社  2023
■中央調査報 No.786・令和 5 年4月10日発行・定価100円 （購読料は、社員費および調査委託費に含まれています。）

郵便番号 104-8179  東京都中央区銀座 5－15－8 （時事通信ビル） 	電話（東京）	 03-3549-3121（代表）
Email : office@crs.or.jp　URL : https://www.crs.or.jp/	 FAX	 03-3549-3126

3月の時事世論調査
３月の時事世論調査によると、

岸田内閣の支持率は前月から2.1
ポイント増の29.9％、不支持率
は1.3ポイント減の40.9％だった。

２カ月連続で支持率が上昇し
たが、依然として不支持が支持
を上回っており、内閣支持率が
政権維持に必要といわれる支持
率３割未満の状況は６カ月連続と
なった。

調査は全国18歳以上の男女
2,000人を対象として3月10日か
ら13日に実施、有効回収（率）は
1,198（59.9％）だった。

この時期の国内の動きは、
漫画家の松本零士さん死去：

「銀河鉄道９９９」「宇宙戦艦ヤ
マト」など壮大なスケールのＳＦ
作品で知られる漫画家の松本零
士（本名晟＝あきら）さんが13日
午前11時、急性心不全のため東
京都内の病院で死去した。85歳
だった（2月20日）。

シャンシャン「可愛使者」：中
国外務省の汪文斌副報道局長は
21日、上野動物園で生まれ日本
を離れたパンダのシャンシャン
について、日中友好を促進して
くれた「可愛使者（かわいい使
者）」と呼んでたたえ、「日本の
人々がシャンシャンやその仲間
たちに会いに中国に来ることを
歓迎する」と日本のパンダファン
に呼び掛けた（2月21日）。

天皇誕生日の一般参賀：天皇
陛下の63歳の誕生日を祝う一般
参賀が皇居で行われた。新型コ
ロナウイルスの影響で、即位後
最初の誕生日だった2020年から
中止となり、令和に入り初の実
施（2月23日）。

日銀総裁候補の植田氏「金融緩
和を継続」：日銀総裁候補となっ
た経済学者の植田和男元日銀審
議委員は、24日の議院運営委員

た。選挙管理委員会が1日、発表し、
AFP通信などが報じた（3月1日）。

ピラミッド内に新たな空間：エ
ジプト観光・考古省は2日、クフ
王のピラミッド内に新たに通路の
ような空間を発見したと発表し
た。エジプト考古学の権威ザヒ・
ハワス博士は報道陣に「今世紀最
大の発見だ」と強調（3月3日）。

トルコ地震１カ月：トルコ南
部での大地震発生から、6日で１
カ月がたつ。死者はトルコで4万
6千人、隣国シリアとの合計で5
万2千人を超えた。現地では仮
設住宅の設置が急ピッチで進め
られ、被災者の生活再建が焦点
となっている（3月6日）。

政党支持率　自民 党の支 持
率は前月から0.1ポイント減の
23.3％で、以下、立憲民主党は
0.3ポイント減の3.5％、日本維
新の会は0.7ポイント減の2.9％、
公明党は0.9ポイント減の3.4％、
共産党は0.3ポイント減の1.3%、
国民民主党は0.1ポイント減の
0.7％だった。支持政党なしは2.6
ポイント増加して61.0％だった。

国民の景気感　「良くなった」
は 前 月 か ら2.9ポ イ ン ト 増 の
7.1％、「悪くなった」は6.7ポイ
ント減の49.0％だった。時事世
論景気指数は前月から25ポイン
ト増の44となった。

暮らし向き　昨年の今頃と比
べて「楽になった」は前月から0.9
ポイント増の3.4％、「苦しくなっ
た」は1.4ポイント減の44.0％と
なった。

会で、現在の日銀の金融政策を
「適切だ」とした上で、「金融緩和
を継続して、企業が賃上げをで
きる環境を整える」と表明（2月
24日）。

宇宙飛行士候補に男女２人：
宇宙航空研究開発機構（JAXA）
は28日、新たな日本人宇宙飛行
士候補に、世界銀行上級防災専
門官の諏訪理さん（46）と、日本
赤十字社医療センター外科医の
米田あゆさん（28）が決まったと
発表した（2月28日）。

賃上げ要求、4％超え：連合が
3日に発表した、傘下にある労働
組合の2023年春闘の要求集計
によると、2614組合が要求した
賃上げ率の加重平均は4.49％と
なった。過去の最終集計と比較す
ると4％超えは25年ぶり（3月3日）。

国外では、
北朝鮮が軍事パレード、新兵

器も登場：北朝鮮の朝鮮人民軍
創建75周年を記念する軍事パ
レードが8日夜、平壌の金日成広
場で行われた。朝鮮中央通信が
9日報じた。大陸間弾道ミサイル

（ＩＣＢＭ）や戦術核運用部隊が
登場し、固体燃料型のＩＣＢＭ
とみられる新型兵器も姿を見せ
た（2月9日）。

バイデン米大統領、ウクライ
ナを電撃訪問：バイデン米大統
領は20日、ウクライナの首都キー
ウ（キエフ）を予告なしに訪問し、
ゼレンスキー大統領と会談した。
24日で侵攻１年を迎えるのを前
に、ウクライナを支援し続ける決
意を改めて表明した（2月20日）。

北アイルランド問題で合意：
スナク英首相とＥＵフォンデア
ライエン欧州委員長は27日、対
立点となってきた英領北アイル
ランド問題で歩み寄り、離脱協
定を一部見直すことで合意した
と発表。英本土から北アイルラ
ンドに持ち込まれる食品などに
ついて、ＥＵの規制を一部免除
し、輸送の時間や費用を削減で
きるようにする（2月28日）。

ナイジェリア大統領選：アフリ
カ最大の人口2億人超を抱えるナ
イジェリアで2月25日に実施され
た大統領選は、与党・全進歩会
議（APC）のティヌブ元ラゴス州
知事が880万票を獲得して当選し

◇  告　知　板

時事世論景気指数

2013年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 20年
143.8 129.1 126.0 120.0 131.9 130.0 109.9 25.0
21年 22年 （３月）（４月）（５月）（6月）（7月）（８月）
34.6 13 16 33 26 10 22

（9月）（10月）（11月）（12月）23年 （1月）（2月）（３月）
10 9 11 29 23 19 44
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